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12　月
定例会

▲昨年１２月にオープンした児童遊戯施設べにっこひろば

元気いっ
ぱい

力あわせ
て山のぼ

り!!

笑顔あふれる!!

中核市への移行に向け来年度から検討を開始
Ｐ１１参照　　　　蔵王ジャンプ台のサマーヒル化に着手

　　　　　　　　　　年間を通した利用で蔵王の活性化を目指す



一般質問

子
ど
も
の
貧
困

実
態
把
握
し
適
切
な
支
援
を

　
　
　
子
ど
も
の
貧
困
率
が
拡
大

し
て
、
母
子
家
庭
の
お
よ
そ
半
数

が
貧
困
層
と
い
わ
れ
る
中
で
、
適

切
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
母
子

質
問

阿
曽　
　
隆 

議
員

家
庭
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
把
握
を
目

的
に
生
活
実
態
調
査
を
行
っ
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
県
が
実
施
し
た
ひ
と
り
親

家
庭
実
態
調
査
の
結
果
を
分
析
し
、

答
弁

母
子
家
庭
が
抱
え
る
課
題
を
把
握

し
た
上
で
、
相
談
・
就
業
・
経
済

支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
。
本

市
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
調
査
や
自

立
促
進
計
画
の
策
定
に
向
け
て
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
進

学
で
き
な
い
子
ど
も
へ
の
支
援
の

た
め
、
県
内
大
学
や
短
大
へ
進
学

す
る
生
徒
を
対
象
に
、
返
済
義
務

の
無
い
給
付
型
奨
学
金
事
業
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
国
の
施
策
の
検
討
状
況
や

県
の
動
向
に
注
目
し
、
ど
の
よ
う

な
対
応
が
必
要
か
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
全
国
的
に
給
食
費
の
無
償

化
に
取
り
組
む
自
治
体
が
増
え
て

き
て
い
る
が
、
本
市
の
考
え
は
ど

う
か
。

　
　
　
子
育
て
支
援
と
し
て
各
種

施
策
を
実
施
し
、
保
護
者
負
担
を

軽
減
し
て
い
る
。
給
食
費
は
、
公

平
性
や
受
益
者
負
担
の
原
則
か
ら

保
護
者
負
担
と
考
え
て
お
り
、
無

償
化
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
指
針
は
数
値
目
標
や
行
動
目
標

に
具
体
性
が
無
い
。
実
効
性
の
高

い
施
策
と
す
る
た
め
、
基
本
条
例

を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
現
在
、
国
や
電
力
会
社
の

動
向
に
注
目
し
な
が
ら
、
具
体
的

な
数
値
目
標
を
入
れ
た
導
入
計
画

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

山
形
市
の
発
展
に
向
け
テ
イ
ク
オ
フ

質
問
者

質
問
の
要
旨

（
緑

政

会
）

渋
江　
朋
博

解
散
総
選
挙
の
影
響
、
山
形
市
を
魅
力
あ
る
街

に
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備
、
選
挙

公
報
の
Ｗ
ｅ
ｂ
化　
ほ
か

一
括

質
問

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
実
効
性
を
高
め

る
た
め
の
提
言
、
公
共
交
通
機
関
の
充
実
、
郷

土
愛
を
育
む
た
め
に　
ほ
か

遠
藤　
和
典

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
・
改
革
会
議
）

一
括

質
問

一
括

質
問

山
形
市
の
観
光
、
市
長
の
４
期
目
へ
の
考
え
な

ど
、
道
の
駅
、
地
方
創
生
課
の
設
置
、
国
の
省

庁
と
の
人
事
交
流
、
雇
用
対
策　
ほ
か

長
谷
川
幸
司

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
・
改
革
会
議
）

一
括

質
問

県
都
山
形
市
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実

を
、
市
立
保
育
園
の
今
後
の
あ
り
方
、
地
方
創

生
の
と
ら
え
方
、
指
定
管
理
者
制
度
の
あ
り
方

丸
子　
善
弘

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
・
改
革
会
議
）

一
括

質
問

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

斉
藤　
栄
治

地
域
医
療
の
向
上
、
子
育
て
環
境
の
充
実
、
働

く
市
民
の
生
活
向
上
、環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、

災
害
・
公
害
対
策
、
市
民
生
活
の
向
上　
ほ
か

一
括

質
問

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

遠
藤　
吉
久

経
済
状
況
を
ど
う
と
ら
え
市
民
生
活
の
現
状
を

ど
う
認
識
す
る
か
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法　
ほ
か

一
括

質
問

子
ど
も
の
貧
困
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

用
、
市
営
住
宅
、
南
部
交
流
バ
ス

阿
曽　
　
隆

（
日
本
共
産
党
山
形
市
議
会
議
員
団
）

一
括

質
問

武
田　
　
聡

（
緑

政

会
）

地
域
創
生
・
東
京
一
極
集
中
回
避
政
策
に
対
す

る
市
長
の
基
本
ス
タ
ン
ス
、
現
実
的
な
地
球
温

暖
化
防
止
対
策
の
進
め
方
を　
ほ
か

●�一般質問は内容を要約して掲載しています。また、議会ウェブサイトで録画映像がご覧いただけます。

ＦＩＳジャンプワールドカップレディース山形大会（昨年の様子）
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ぼ※
２

く
わ
た
し　
込
め
た
思
い
が
鍋
に
な
る

み
ん
な
で
作
る
地
域
の
誇
り

ジ
ッ
ト
制
度
へ
の
参
加
を
勧
め
る

支
援
を
し
て
は
ど
う
か
。「
事
業

所
へ　
優
遇
措
置
に
な
る
の
で
は　

Ｊ
ク
レ
参
加
行
政
支
援
」

　
　
　
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
協

賛
事
業
所
に
制
度
の
内
容
な
ど
を

紹
介
し
、
参
加
希
望
が
あ
れ
ば
、

関
係
機
関
と
の
協
力
・
連
携
に
努

め
て
い
く
。「
民
間
へ　
更
に
伝

え
る
ク
レ
ジ
ッ
ト　
環
境
・
財
務

に
や
さ
し
い
取
り
組
み
」

　
　
　
山
形
駅
山
寺
駅
間
の
Ｊ
Ｒ

の
線
路
を
借
り
て
、
鉄
道
を
独
自

に
運
行
し
て
は
ど
う
か
。「
自
ら

で　
独
自
運
行
で
き
る
か
も　
市

民
の
熱
意
列
車
走
ら
す
」

　
　
　
鉄
道
事
業
に
は
多
額
の
費

用
を
要
す
る
が
、
そ
れ
に
見
合
う

利
用
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
な
い

た
め
独
自
運
行
は
行
わ
な
い
。「
自

ら
が　
走
ら
す
費
用
は
相
当
や　

利
用
に
合
わ
せ
た
適
切
本
数
」

　
　
　
新
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
鉄
道
に
改
め
て
光
を
あ
て

た
土
地
利
用
と
す
べ
き
で
は
な
い

か
。「
鉄
道
が　
運
ぶ
新
た
な
お

客
様　
光
あ
て
よ
う
既
存
イ
ン
フ

ラ
」

　
　
　
山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
産
業

団
地
へ
の
立
地
状
況
や
既
存
の
都

市
基
盤
の
有
効
活
用
も
踏
ま
え
、

適
地
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

「
産
業
団
地　
既
存
イ
ン
フ
ラ
活

用
も　
念
頭
に
入
れ
立
地
検
討
」

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
前
に

臨
時
駅
を
新
設
し
て
は
ど
う
か
。

「
新
駅
が　
も
た
ら
す
未
来
の
可

能
性　
周
辺
地
域
活
性
化
に
向
け
」

　
　
　
提
案
の
設
置
場
所
は
、
羽

前
千
歳
駅
か
ら
１
㎞
足
ら
ず
で
、

同
駅
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ま

で
も
約
１
・
２
㎞
で
あ
る
た
め
、

新
駅
の
設
置
を
進
め
る
考
え
は
な

い
。「
傍
ら
に　
既
に
駅
有
り
新

駅
は　
市
域
全
体
俯ふ

瞰か
ん
し
検
討
」

　
　
　
最
新
鋭
の
空
撮
用
ラ
ジ
コ

ン
ヘ
リ
を
導
入
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ
用

動
画
の
作
成
や
防
災
対
策
な
ど
に

活
用
し
て
は
ど
う
か
。「
最
新
の　

機
材
が
写
す
わ
が
街
の　
新
た
な

魅
力
新
た
な
安
心
」

　
　
　
荒
天
時
の
飛
行
が
困
難
で

あ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、

今
後
有
効
な
活
用
方
法
や
費
用
対

効
果
を
検
討
し
て
い
く
。「
無
線

ヘ
リ　
新
た
な
視
点
が
お
も
し
ろ

い　
活
か
す
方
策
次
な
る
課
題
」

　
　
　
小
・
中
学
校
で
、
読
ん
だ

本
の
履
歴
を
残
す
読
書
通
帳
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
。「
本
開
き　

新
た
な
知
識
身
に
つ
く
よ　
記
録

が
見
れ
る
心
の
貯
金
」

　
　
　
子
ど
も
が
読
書
通
帳
へ
の

記
帳
を
楽
し
み
に
本
を
読
む
な
ど

の
効
果
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
優

れ
た
事
例
と
し
て
小
中
校
長
会
で

紹
介
し
て
い
く
。「
た
ま
る
た
び　

広
が
る
知
識
と
豊
か
な
世
界　
自

ら
手
に
取
る
読
書
通
帳
」

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

遠
藤　
和
典 
議
員

の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
条
例
化

は
具
体
的
な
取
り
組
み
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
森
林
資
源
の
利
用
促
進
の

た
め
、
市
西
部
地
域
を
中
心
と
す

る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
拡
大

に
よ
り
、
雇
用
と
地
域
活
性
化
を

目
指
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
今

後
の
取
り
組
み
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
未
利
用
の
森
林
資
源
は
収

集
運
搬
コ
ス
ト
な
ど
に
課
題
が
あ

り
、
有
効
活
用
は
難
し
い
。
低
コ

ス
ト
で
の
有
効
活
用
に
向
け
て
研

究
し
て
い
る
国
の
動
向
に
注
目
し

て
い
く
。

　
　
　
古
い
風
呂
釜
で
あ
る
バ※
１
ラ

ン
ス
釜
は
劣
化
に
よ
る
不
具
合
が

心
配
さ
れ
、
重
大
事
故
を
招
く
お

そ
れ
が
あ
る
。
１０
年
を
経
過
し
た

市
営
住
宅
の
バ
ラ
ン
ス
釜
は
、
市

が
責
任
を
持
っ
て
安
全
点
検
を
実

施
し
、
必
要
な
修
理
や
交
換
を
行

う
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
ガ
ス
事
業
者
が
３
年
ご
と

に
定
期
保
安
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
点
検
で
不
具
合
が
見
つ
か
っ

た
機
器
は
、
指
定
管
理
者
へ
修
繕

の
要
請
が
あ
り
、そ
の
都
度
修
理
・

交
換
な
ど
を
行
い
、
管
理
台
帳
で

修
理
履
歴
も
含
め
適
切
に
管
理
し

て
い
る
。

　
　
　
地
域
交
流
バ
ス
南
部
線
は
、

南
山
形
・
本
沢
・
村
木
沢
と
中
心

市
街
地
を
結
ぶ
重
要
な
交
通
手
段

で
あ
る
が
、
所
要
時
間
が
長
い
こ

と
や
運
行
本
数
が
少
な
い
な
ど
不

便
で
あ
る
。
経
路
の
見
直
し
な
ど

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
運
行
内
容
は
、
毎
年
停
留

所
が
あ
る
地
区
の
自
治
推
進
委
員

と
協
議
し
て
必
要
な
改
善
を
行
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
地
域
と
連
携

し
て
見
直
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
日
本
一
の
芋
煮
会
の
大
鍋

を
、
平
成
３０
年
の
第
３０
回
開
催
時

の
更
新
を
目
標
に
、
市
民
や
子
ど

も
た
ち
に
ア
ル
ミ
缶
回
収
な
ど
の

協
力
を
仰
ぎ
製
作
し
て
は
ど
う
か
。

「
ぼ
く
わ
た
し　
込
め
た
思
い
が

鍋
に
な
る　
み
ん
な
で
作
る
地
域

の
誇
り
」

　
　
　
日
本
一
の
芋
煮
会
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
協
議
会
と
検
討
し
て
い

く
。「
鍋
太
郎　
み
ん
な
で
作
る

ア
イ
デ
ィ
ア
を　
こ
れ
か
ら
じ
っ

く
り
煮
込
み
ま
し
ょ
う
」「
リ
サ

イ
ク
ル　
思
い
を
こ
め
た
大
鍋
に　

地
球
を
愛
す
る
子
ど
も
の
笑
顔
」

　
　
　
民
間
事
業
所
の
Ｃ
Ｏ
２
削

減
を
支
援
す
る
た
め
、
Ｊ※
３

－

ク
レ

質
問

答
弁

質
問

▲給食費の無償化で保護者負担の軽減を▲大鍋に市民の思いを集結し次代に引き継ぐ芋煮文化

※１　バランス釜…�浴室内の浴槽脇に設置するガス式の風呂釜で、外壁からつき出した１つの筒で給排気を行うもの。
※２　遠藤和典議員が質問の一部を短歌形式で行い、市長・教育長も同様の形式で回答した。
※３　Ｊークレジット…�温室効果ガスの排出削減量・吸収量を認証する制度。本制度により創出されたクレジットは低炭素社会実行計画の目標達

成やカーボン・オフセットなどさまざまな用途に活用できる。

平成２７年２月１日／１９１号
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地
域
力
を
高
め
、
県
都
と
し
て
の

自
覚
と
誇
り
を
持
っ
た
施
策
の
推
進
を

　
　
　
花
笠
祭
り
が
雷
雨
な
ど
に

よ
り
中
止
と
な
っ
た
場
合
、
県
民

会
館
や
市
民
会
館
な
ど
を
開
放
し

て
、
観
光
客
と
踊
り
手
が
共
に
楽

質
問

武
田　
　
聡 

議
員

し
め
る
代
替
策
を
構
築
す
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
中
止
と
な
っ
た
場
合
で
も

観
光
客
や
踊
り
手
が
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
県
花
笠
協
議
会

答
弁

で
具
体
的
な
対
応
策
を
検
討
し
て

お
り
、
平
成
２７
年
５
月
の
協
議
会

総
会
で
具
体
案
が
示
さ
れ
る
よ
う
、

調
整
し
て
い
く
。

　
　
　
蔵
王
で
の
安
全
性
を
さ
ら

に
高
め
、
安
心
し
て
来
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
道
路
の
消
雪
整
備
な

ど
を
推
進
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

　
　
　
消
雪
用
の
熱
源
の
確
保
が

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
温
泉
水
の

ほ
か
、
近
く
に
あ
る
井
戸
水
の
利

用
な
ど
を
検
討
し
て
き
た
が
、
有

効
な
熱
源
の
確
保
が
困
難
な
状
況

に
あ
る
。
今
後
も
熱
源
の
確
保
に

向
け
て
、
地
元
町
内
会
や
観
光
協

会
な
ど
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
山
寺
の
立
石
寺
に
あ
る
山※
２

寺
行
啓
記
念
殿
を
市
重
要
文
化
財

に
指
定
し
、
新
た
な
観
光
資
源
と

し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
観
光
資
源
と
し
て
多
く
の

方
に
周
知
で
き
る
よ
う
、
山
寺
観

光
協
会
と
の
連
携
を
図
り
、
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
な
が
ら

記
念
殿
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。
文
化

財
へ
の
指
定
は
、
所
有
者
な
ど
の

同
意
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、

所
有
者
と
記
念
殿
維
持
管
理
支
援

会
か
ら
の
意
向
が
示
さ
れ
た
場
合

に
は
、
文
化
財
保
護
委
員
会
に
諮

る
な
ど
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
再※
３
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

プ
ロ
野
球
を
開
催
で
き
る

新
野
球
場
の
建
設
を

　
　
　
台
湾
を
は
じ
め
と
す
る
海

外
か
ら
の
観
光
誘
客
は
、
県
や
村

山
地
域
な
ど
と
広
域
的
に
連
携
し

な
が
ら
、
観
光
ル
ー
ト
の
設
定
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
市
長
の
３
期
目
の
成
果
と

課
題
は
ど
う
か
。

　
　
　
保
育
所
の
整
備
促
進
や
こ

ど
も
医
療
給
付
の
対
象
拡
大
、
べ

に
っ
こ
ひ
ろ
ば
オ
ー
プ
ン
な
ど
の

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
今
後
の
課

題
は
、
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
へ

の
対
応
や
山
形
商
業
高
の
改
築
な

ど
で
あ
る
。

　
　
　
道
の
駅
は
観
光
や
６
次
産

業
の
ほ
か
、
災
害
時
の
拠
点
に
も

な
る
。
山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
付
近

が
設
置
場
所
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
今
後
、
設
置
場
所
や
整
備

内
容
を
検
討
す
る
。

　
　
　
政
府
が
最
重
要
課
題
と
し

て
掲
げ
る
地※
１
方
創
生
に
、
市
長
直

轄
の
部
署
を
設
け
て
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
。

　
　
　
市
の
総
合
戦
略
の
中
で
組

織
見
直
し
の
必
要
性
を
検
討
す
る
。

　
　
　
国
の
省
庁
と
の
人
事
交
流

を
積
極
的
に
進
め
て
情
報
収
集
す

る
こ
と
で
、
戦
略
的
な
街
づ
く
り

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
経
済
産
業
省
へ
の
派
遣
と

東
北
経
済
産
業
局
と
の
人
事
交
流

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
機
会
を

見
な
が
ら
人
事
交
流
を
行
い
人
材

育
成
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
産
業

団
地
は
、
研
究
開
発
部
門
に
特
化

し
て
誘
致
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
社
員
が
地
元
の
大
学
で
夜

間
も
学
べ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
製
造
業
の
ほ
か
、
研
究
開

発
部
門
な
ど
の
誘
致
を
目
指
し
て

い
る
。
企
業
か
ら
の
要
望
・
意
見

を
聞
き
な
が
ら
新
た
な
支
援
の
可

能
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
若
者
の
働
く
場
所
が
少
な

い
と
の
声
を
聞
く
が
、
雇
用
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
２６
年
度
は
山
形
中
央
イ
ン

タ
ー
産
業
団
地
の
募
集
も
開
始
し

て
お
り
、
雇
用
の
確
保
に
向
け
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
合
宿
誘
致
に
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　
誘
致
の
意
向
が
あ
る
と
県

の
意
向
調
査
に
回
答
し
て
お
り
、

誘
致
に
向
け
て
情
報
を
発
信
し
て

い
く
。

　
　
　
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・

助
成
金
は
、
市
民
か
ら
不
信
感
を

抱
か
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
明

確
な
基
準
を
設
定
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
対
象
が
多
岐
に
わ
た
る
事

業
は
、
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め

に
補
助
要
綱
で
一
定
の
基
準
を
定

め
て
対
応
し
て
い
る
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

長
谷
川
幸
司 

議
員

　
　
　
新
野
球
場
は
、
プ
ロ
野
球

の
興
行
も
で
き
る
２
万
席
を
確
保

す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
建
設
事
業
費
や
維
持
管
理
、

プ
ロ
野
球
開
催
の
頻
度
な
ど
を
考

え
た
場
合
に
実
現
は
無
理
で
あ
り
、

現
在
の
計
画
で
進
め
て
い
く
。

　
　
　
平
成
２０
年
度
に
観
光
基
本

計
画
を
策
定
し
、
計
画
期
間
の
３

分
の
２
を
経
過
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
は
ど
う
か
。

　
　
　
観
光
客
数
の
目
標
を
達
成

し
て
い
る
。
今
後
も
、
一
層
の
観

光
誘
客
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　
　
台
湾
を
は
じ
め
と
す
る
、

親
日
的
な
外
国
人
の
観
光
客
を
増

や
す
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

※１　地方創生…�東京圏への人口の過度な集中を是正するとともに、将来にわたって活力ある地域・日本社会を維持すること。
※２　山寺行啓記念殿…�明治４１年９月１８日に東宮嘉仁親王（後の大正天皇）が山寺に行啓なされた際に小休止・昼食を摂る施設として使用するた

め建てられた建物。
※３　再生可能エネルギー固定価格買取制度…�再生可能エネルギーで発電された電気を電力会社が一定価格で買い取ることを国が約束する制度。

▲企業誘致が始まった山形中央インター産業団地
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県
都
山
形
市
に
ふ
さ
わ
し
い

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
を

丸
子　
善
弘 
議
員

定
価
格
買
取
制
度
の
影
響
な
ど
を

踏
ま
え
、
現
実
を
見
据
え
た
温
暖

化
防
止
政
策
の
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
。

　
　
　
制
度
の
見
直
し
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
と
国
民

の
負
担
抑
制
の
バ
ラ
ン
ス
も
検
討

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
な
ど
の
動

向
に
注
目
し
な
が
ら
、
導
入
計
画

に
具
体
的
な
数
値
目
標
を
盛
り
込

ん
で
い
く
。

　
　
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
西
部

循
環
線
の
さ
ら
な
る
利
用
を
促
進

す
る
た
め
、
土
日
の
運
行
や
イ
ベ

ン
ト
時
の
運
行
な
ど
を
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
現
状
の
平
日
運
行
を
継
続

し
、
１
便
あ
た
り
１０
人
と
い
う
最

終
的
な
目
標
達
成
に
向
け
た
利
用

促
進
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
今
後

の
利
用
や
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討

し
て
い
く
。

　
　
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
５０
ｍ
屋
外
プ
ー
ル
は
、
雷

雨
な
ど
気
象
状
況
の
影
響
を
受
け

や
す
く
老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
た

め
、
屋
内
型
に
改
修
し
て
は
ど
う

か
。

　
　
　
当
面
は
大
規
模
な
改
修
な

ど
は
行
わ
ず
、
現
状
を
維
持
し
て

い
く
。

　
　
　
部
活
動
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

環
境
整
備
の
た
め
、
外※

部
顧
問
制

度
の
導
入
や
中
体
連
な
ど
へ
の
引

率
の
在
り
方
を
検
討
す
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
生
徒
が
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
学

ぶ
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

今
後
の
日
本
中
体
連
の
動
向
や
他

市
の
先
進
的
な
事
例
な
ど
も
踏
ま

え
、
実
態
に
合
っ
た
運
用
を
県
中

体
連
へ
働
き
か
け
る
な
ど
、
市
中

体
連
と
と
も
に
調
査
研
究
を
進
め

て
い
く
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
ド
ー
ム
型
競
技
場
と
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の
明
確
な
方
向

性
を
示
す
時
期
だ
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
株
式
会
社
モ
ン
テ
デ
ィ
オ

山
形
の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
段
階

で
、
県
の
意
向
な
ど
も
踏
ま
え
て

判
断
し
た
い
。

　
　
　
新
野
球
場
の
観
客
席
を
、

プ
ロ
野
球
が
開
催
で
き
る
２
万
席

以
上
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
建
設
事
業
費
や
維
持
管
理
、

プ
ロ
野
球
開
催
の
頻
度
な
ど
を
考

え
た
場
合
に
実
現
は
無
理
で
あ
り
、

現
在
の
計
画
で
進
め
て
い
く
。

　
　
　
全
国
大
会
な
ど
が
開
催
で

き
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
を
新
た
に

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

※　外部顧問制度…教員に代わり、一般の方が部活動の顧問となる制度。愛知県名古屋市で実施している。

▲観客席を増やしてプロ野球開催を
新野球場の完成イメージ

▲屋内型の５０ｍプールが望まれる

建
設
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
　
新
た
な
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

の
建
設
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
予
定

し
て
い
な
い
。

　
　
　
山
形
商
業
高
の
改
築
の
際

に
校
舎
を
移
転
し
て
、
跡
地
に
長

水
路
プ
ー
ル
や
総
合
的
な
大
型
ス

ポ
ー
ツ
施
設
を
整
備
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
現
在
の
計
画
で
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
整
備
す
る
予
定
は
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
地
と
し
て

検
討
す
る
以
前
に
、
ま
ず
は
学
校

の
改
築
場
所
と
し
て
判
断
し
た
い
。

　
　
　
少
子
化
に
よ
り
保
育
所
の

入
所
者
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い

る
が
、
市
立
保
育
所
の
今
後
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
平
成
２６
年
度
末
ま
で
に
、

市
立
保
育
所
整
備
計
画
を
策
定
す

る
よ
う
進
め
て
い
る
。
０
歳
児
か

ら
２
歳
児
ま
で
の
低
年
齢
児
枠
の

拡
大
や
民
間
立
保
育
所
へ
の
指
導

と
助
言
、
障
が
い
児
や
病
後
児
へ

の
保
育
な
ど
、
今
後
も
市
立
保
育

所
が
果
た
す
べ
き
役
割
や
機
能
を

十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
地
方
創
生
関
連
２
法
が
成

立
し
、
本
市
の
活
性
化
の
た
め
に

は
各
種
施
策
を
知
恵
を
絞
っ
て
実

施
す
る
「
行
政
力
」
の
向
上
が
求

め
ら
れ
る
。
国
の
動
き
を
ど
の
よ

う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
地
方
公
共
団
体
の
責
務
と

し
て
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
区

域
の
実
情
に
応
じ
た
自
主
的
な
施

策
の
実
施
」
は
、
こ
れ
ま
で
も
経

営
計
画
に
盛
り
込
み
対
応
し
て
き

た
。
施
策
の
推
進
に
は
、
自
治
体

が
財
源
を
自
主
的
に
使
え
る
本
来

の
枠
組
み
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、

地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す
る
自

主
財
源
の
充
実
を
国
に
要
望
し
て

い
く
。

　
　
　
２５
年
度
に
行
わ
れ
た
市
斎

場
と
霊
柩
車
の
指
定
管
理
者
の
審

査
結
果
で
、
実
績
が
全
く
無
い
団

体
が
実
績
の
あ
る
団
体
よ
り
も
評

価
が
高
か
っ
た
。
審
査
基
準
に
不

備
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
指
定
の
手
続
き
等
に
関
す

る
条
例
に
規
定
す
る
４
つ
の
基
準

を
基
に
、
１３
の
審
査
項
目
と
２６
の

審
査
ポ
イ
ン
ト
を
設
け
て
審
査
し

た
。
審
査
基
準
に
不
備
は
な
く
、

適
正
に
候
補
者
を
選
定
し
て
い
る
。

　
　
　
指
定
管
理
者
候
補
者
等
審

査
委
員
会
の
委
員
に
、
各
施
設
の

業
務
内
容
に
見
合
っ
た
専
門
的
知

識
を
持
つ
第
三
者
を
加
え
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
審
査
基
準
に
基
づ
き
、
施

設
の
機
能
や
特
性
に
応
じ
た
審
査

項
目
と
審
査
ポ
イ
ン
ト
を
客
観
的

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
専
門
性
を

担
保
し
て
い
る
た
め
、
審
査
員
の

構
成
は
適
切
な
も
の
だ
と
認
識
し

て
い
る
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

平成２７年２月１日／１９１号
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魅
力
あ
る
山
形
市
づ
く
り

を
急
げ
!!

　
　
　
市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
、

福
祉
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
の

平
成
２７
年
度
当
初
予
算
の
編
成
方

針
と
目
玉
施
策
は
何
か
。

質
問

遠
藤　
吉
久 

議
員

　
　
　
２７
年
度
は
第
２
期
経
営
計

画
の
４
年
目
に
当
た
り
、
計
画
全

体
の
推
進
と
進
展
に
向
け
た
大
変

重
要
な
年
で
あ
る
。
重
点
施
策
の

大
き
な
課
題
で
あ
る
新
野
球
場
の

答
弁

建
設
に
向
け
て
準
備
を
進
め
る
と

と
も
に
、
新
年
度
か
ら
始
ま
る
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
や
介

護
保
険
法
の
改
正
な
ど
、
新
た
な

枠
組
み
へ
の
対
応
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
。
よ
り
暮
ら
し
や
す
い
市

民
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
的
確

に
対
応
し
て
い
く
。

　
　
　
地
方
創
生
の
実
現
に
向
け

て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

　
　
　
人
口
減
少
社
会
に
お
い
て

本
市
が
今
後
も
継
続
的
に
発
展
し

て
い
く
た
め
に
は
、
市
が
所
有
す

る
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
た
取

り
組
み
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら

施
策
を
検
討
し
て
総
合
戦
略
に
盛

り
込
ん
で
い
く
。

　
　
　
人
口
減
少
に
対
す
る
活
性

化
対
策
の
一
つ
と
し
て
も
期
待
さ

れ
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
く

の
か
。

　
　
　
２０
年
後
を
見
据
え
た
都
市

計
画
の
基
本
方
針
を
定
め
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
方
向
性
に
基
づ
き

関
連
計
画
な
ど
の
見
直
し
を
行
い

な
が
ら
、
具
体
的
な
施
策
を
展
開

し
て
い
く
。

　
　
　
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調

整
区
域
の
区
分
や
、
農
振
地
域
を

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

中
核
市
に
移
行
し
、
魅
力
あ
る

街
づ
く
り
を
発
信
せ
よ

　
　
　
医
療
体
制
の
充
実
と
地
域

医
療
の
向
上
を
図
る
た
め
、
医
療

従
事
者
に
対
す
る
修
学
資
金
貸
付

制
度
を
創
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
修
学
資
金
貸
付
制
度
を
独

自
に
創
設
す
る
予
定
は
な
い
が
、

県
が
保
健
医
療
従
事
者
の
確
保
と

資
質
向
上
の
た
め
に
、
医
師
や
看

護
師
を
生
涯
に
渡
っ
て
サ
ポ
ー
ト

す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
県
と
情
報
を
共
有
し
、
事

業
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
協
力
を
し
て
い

き
た
い
。

　
　
　
在
宅
ケ
ア
に
関
わ
る
医

療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
関
係
者

で
設
立
さ
れ
た
団
体
が
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
市
が
中

心
と
な
っ
て
積
極
的
に
行
い
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
周
知
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
医
療
と
介
護
の
連
携
推
進

は
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
多

職
種
の
連
携
を
図
る
た
め
の
在
宅

医
療
連
携
拠
点
の
設
置
を
検
討
し

て
い
る
。
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、

市
医
師
会
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
、

効
果
的
な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
市
の
臨
時
職
員
の
賃
金
は

あ
ま
り
に
も
低
く
、
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
を
生
み
出
す
恐
れ
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
市
民
の
生
活
を
守

る
こ
と
か
ら
も
待
遇
を
改
善
す
べ

き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
非
常
勤
職
員
の
業
務
の
整

理
を
行
っ
て
い
る
が
、
臨
時
職
員

の
賃
金
は
、
２７
年
度
に
向
け
て
引

き
上
げ
る
方
向
で
見
直
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
で
の
、
今
後
の
待
機
児
童
数

の
見
通
し
と
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
　
新
制
度
開
始
に
よ
り
特
定

保
育
が
廃
止
さ
れ
る
た
め
、
一
時

預
か
り
事
業
の
利
用
条
件
を
見
直

す
こ
と
で
、
年
度
途
中
の
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
る
。
認
可
保
育
所
の
創
設

や
既
存
の
認
可
外
保
育
施
設
の
認

可
化
へ
の
移
行
、
新
た
に
制
度
化

さ
れ
る
小
規
模
保
育
事
業
の
促
進

に
よ
り
、
保
育
定
数
の
拡
大
を
図

り
な
が
ら
待
機
児
童
の
解
消
を
目

指
し
て
い
く
。

　
　
　
消
防
団
は
地
域
の
防
災
を

担
う
大
き
な
力
と
し
て
重
要
で
あ

り
、
自
主
防
災
組
織
や
地
域
住
民

の
中
心
と
な
る
べ
き
存
在
の
た
め
、

活
動
報
酬
の
見
直
し
や
貸
与
物
品

の
充
実
な
ど
の
待
遇
改
善
を
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　
平
成
２５
年
１２
月
に
制
定
さ

れ
た
消
防
団
等
充
実
強
化
法
に
お

い
て
、
消
防
団
員
の
処
遇
や
装
備

の
改
善
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

す
で
に
整
備
し
て
い
る
も
の
も
あ

る
が
、
他
都
市
の
状
況
を
考
慮
し

な
が
ら
今
後
も
計
画
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

斉
藤　
栄
治 

議
員

　
　
　
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
前

向
き
に
発
信
す
る
こ
と
で
人
口
増

加
に
つ
な
が
る
よ
う
、
一
定
の
権

限
を
持
つ
中
核
市
に
移
行
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
他
の
特
例
市
の
状
況
な
ど

も
踏
ま
え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
よ

り
一
層
の
向
上
を
図
る
た
め
に
も
、

中
核
市
へ
移
行
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
移
行
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
る
た
め
、
平
成
２７
年
度
は

新
た
な
担
当
を
設
け
、
財
政
や
要

員
、
時
期
な
ど
の
検
討
を
始
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
県

や
関
係
機
関
と
十
分
連
携
し
な
が

ら
、
支
援
・
協
力
が
得
ら
れ
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
く
。

質
問

答
弁

▲消防団の処遇や装備の改善を
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「
山※

１

形
さ
ん
」
で

地
域
の
魅
力
を
再
発
見

自
治
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
要

望
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
奥
羽
本
線
の
上
下
線
そ
れ

ぞ
れ
の
終
点
駅
を
、
か
み
の
や
ま

温
泉
駅
と
天
童
駅
に
す
る
こ
と
で
、

南
北
間
の
移
動
の
際
に
山
形
駅
で

の
乗
換
え
が
不
要
と
な
り
、
利
用

者
の
増
加
と
本
数
の
増
発
に
も
つ

な
が
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
と
協
議
す
べ

き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
南
北
を
往
来
す
る
列
車
の

運
行
と
増
発
は
、
機
会
を
捉
え
て

Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
地
域
の
活
性
化
や
医
療
福

祉
分
野
へ
の
貢
献
な
ど
、
多
様
な

可
能
性
が
あ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の

普
及
を
推
進
す
る
た
め
に
、
本
市

東
部
に
あ
る
馬
見
ヶ
崎
川
の
河
川

敷
に
も
コ
ー
ス
を
整
備
し
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
生
涯
を
通
し
て
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
は
、
市
民
の
健

康
増
進
の
観
点
か
ら
も
非
常
に
喜

ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
河
川
を
管

轄
す
る
県
の
考
え
や
、
整
備
後
の

維
持
管
理
を
す
る
地
域
団
体
の
意

向
を
確
認
し
て
い
く
。

　
　
　
本
市
の
小
学
校
で
実
施
し

て
い
る
ス
キ
ー
教
室
は
、
山
形
な

ら
で
は
の
授
業
だ
が
、
移
動
手
段

と
し
て
利
用
し
て
い
る
バ
ス
の
料

金
値
上
げ
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。

　
　
　
現
行
の
制
度
で
当
分
の
間

継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、

値
上
げ
が
与
え
る
影
響
を
調
査
研

究
し
て
い
く
。

　
　
　
障
が
い
児
の
学
習
・
生
活

支
援
を
行
う
「
魔※
２
法
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
第
三
小
学
校
が
参
加
し

て
い
る
が
、
こ
の
研
究
成
果
を
生

か
し
、
他
の
小
・
中
学
校
で
も
積

極
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を

活
用
す
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
画
面
の
拡
大
や
音
声
読
み

上
げ
機
能
な
ど
が
、
読
み
書
き
を

苦
手
と
す
る
子
ど
も
へ
の
指
導
で

効
果
的
だ
っ
た
と
の
報
告
を
受
け

て
い
る
た
め
、
費
用
対
効
果
を
踏

ま
え
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
子
ど
も
貧
困
対
策
法
が
施

行
さ
れ
た
が
、
本
市
に
お
け
る
子

ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
計
画

策
定
を
含
め
た
支
援
策
は
ど
う
か
。

　
　
　
平
成
２７
年
度
に
県
が
策
定

予
定
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画

を
十
分
に
精
査
し
、
県
と
市
の
役

割
を
考
慮
し
な
が
ら
、
支
援
策
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
山
形
中
央
イ
ン
タ
ー
産
業

団
地
へ
の
企
業
誘
致
の
際
に
、
研

究
開
発
部
門
に
優
遇
措
置
を
す
る

な
ど
、
雇
用
の
質
に
注
目
し
た
誘

致
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
事
業
用
定
期
借
地
権
に
よ

る
貸
付
制
度
を
創
設
し
、
研
究
開

発
部
門
の
立
地
に
対
し
、
優
遇
制

度
を
適
用
す
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

渋
江　
朋
博 
議
員

見
直
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
新
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
で
の
土
地
利
用
構
想
が
具
体

化
し
た
段
階
で
、
県
の
方
針
と
の

整
合
性
な
ど
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
農
業
利
用
上
、
支
障
が
な
い

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
に
お
け
る
農
用
地
利

用
計
画
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
関

係
機
関
と
調
整
し
な
が
ら
定
め
て

い
く
。

　
　
　
県
民
会
館
の
移
転
に
伴
う

ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
県
が
主
催
す
る
山
形
駅
西

口
拠
点
整
備
の
県
市
等
連
絡
調
整

会
議
な
ど
で
情
報
を
把
握
し
な
が

ら
、
有
効
活
用
策
を
県
に
提
言
し

て
い
く
。

　
　
　
二
世
代
、
三
世
代
住
宅
建

設
へ
よ
り
充
実
し
た
補
助
を
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
安
価
な
住
宅
建

設
の
た
め
に
、
市
・
県
産
材
を
活

用
し
た
部
材
供
給
体
制
を
つ
く
っ

て
は
ど
う
か
。

　
　
　
二
世
代
、三
世
代
同
居
は
、

介
護
や
子
育
て
の
面
で
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
同
居
を
推
進
す

る
た
め
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
、

現
在
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
や
市
産

材
を
活
用
す
る
際
の
補
助
制
度
と

あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
２４
時
間
介
護
の
サ
ー
ビ
ス

体
制
を
独
自
に
充
実
さ
せ
て
は
ど

う
か
。

　
　
　
国
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
重
視

の
方
針
と
、
介
護
を
要
す
る
高
齢

者
の
一
層
の
増
大
に
対
応
す
る
た

め
、
今
後
も
２４
時
間
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
に
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
へ
の
周
知
と
啓

発
に
努
め
て
い
く
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
山
形
青
年
会
議
所
が
１０
月

に
発
表
し
た
「
山
形
さ
ん
」
を
小

学
校
な
ど
で
活
用
す
る
こ
と
で
山

形
を
よ
り
深
く
知
り
、
好
き
に

な
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
「
山
形
の
魅
力
再
発
見
！

や
ま
が
た
大
好
き
フ
ェ
ス
タ
」
で

披
露
さ
れ
、
子
ど
も
を
中
心
に
来

場
者
か
ら
好
評
だ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
青
年
会
議
所
と
共
に
、
利

活
用
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
増
税
の
延
期
に
よ
り
、
増

税
を
前
提
に
準
備
を
進
め
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
影
響
が
あ
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
国
の
検
討
状
況
を
見
な
が

ら
予
算
を
執
行
す
る
と
と
も
に
、

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲利便性の高い運行を ▲県民会館移転後も有効活用を

※１　山形さん…山形のＰＲを目的とした、ダンス付の曲。
※２　魔法のプロジェクト…�携帯情報端末を一定期間無料で貸し出し、校内での学習の場などで活用し、その具体的な事例を研究・公開することで、

障がい児の学習・生活支援を促進することを目的としている。

平成２７年２月１日／１９１号
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ふ
る
さ
と
納
税
は
お
礼
の

品
な
ど
の
工
夫
で
多
く
の
寄
付
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
元
の

物
産
の
宣
伝
に
も
つ
な
が
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２７
年
度
か

委
員

企
画
調
整
部
長

ら
お
礼
の
品
の
取
り
扱
い
を
見
直

し
、
紅
花
染
め
の
ハ
ン
カ
チ
と
山

形
市
を
紹
介
す
る
冊
子
に
加
え
、

１
万
円
以
上
の
寄
付
を
い
た
だ
い

た
方
に
は
２
０
０
０
円
相
当
の
品

を
進
呈
し
て
い
る
。
現
在
は
食
料

品
を
中
心
に
事
業
者
か
ら
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
が
、
来
年
度
は
幅

広
く
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者
を

募
り
た
い
。

　
　
　
本
市
の
正
規
・
非
正
規
雇

委
員

た
が
、
そ
の
使
い
道
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
最
上
義よ
し
光あ
き
歴
史
館
に

役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
寄
付
者

の
意
向
が
あ
る
た
め
、
最
上
義
光

公
の
顕
彰
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を

考
え
て
い
る
。

財
政
課
長

に
、
助
成
額
を
増
額
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
年
度
当
初
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
増
額
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。

　
　
　
　
　
年
度
内
は
同
じ
対
応

に
す
る
考
え
も
あ
っ
た
が
、
県
に

合
わ
せ
て
１１
月
分
か
ら
適
用
す
る
。

男
性
を
対
象
者
に
加
え
る
だ
け
と

す
る
選
択
肢
も
あ
っ
た
が
、
周
辺

自
治
体
の
状
況
を
考
慮
し
、
助
成

額
を
増
額
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
女
性
の
場
合
は
年
齢
制
限

が
あ
る
が
、
男
性
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
年
齢
制
限
は
な
い
。

　
　
　
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の

生
活
保
護
受
給
者
数
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２０
年
度
末

は
、
８
８
９
世
帯
１
１
３
４
人

だ
っ
た
が
、
２１
年
度
末
に
は
１
０

０
０
世
帯
を
超
え
た
。
２６
年
９
月

末
で
は
１
４
９
２
世
帯
１
８
９
２

人
と
な
り
過
去
最
高
に
な
っ
て
い

る
。

　
　
　
生
活
保
護
受
給
者
へ
の
指

導
に
よ
っ
て
就
労
し
た
人
は
、
ど

の
く
ら
い
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
生
活
保
護
の
受

給
停
止
や
廃
止
に
な
っ
た
方
は
少

な
い
が
、
中
間
的
就
労
支
援
に
よ

り
４７
人
の
就
労
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
　
　
生
活
保
護
に
お
い
て
医
療

と
介
護
の
扶
助
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
る
が
、
減
ら
す
手
立
て

は
あ
る
の
か
。

健
康
課
長

委
員

健
康
課
長

委
員

生
活
福
祉
課
長

委
員

生
活
福
祉
課
長

委
員

　
　
　
ま
ち
の
安
全
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
積
立
金
を
ど
の
よ
う
に

使
っ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

や
青
色
防
犯
回
転
灯
付
き
パ
ト

ロ
ー
ル
車
へ
の
支
援
、
交
通
安
全

啓
発
モ
デ
ル
活
動
事
業
な
ど
に
活

用
し
て
い
く
。

　
　
　
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の

対
象
者
に
男
性
を
加
え
る
と
と
も

委
員

市
民
課
長

委
員

用
の
動
向
は
ど
う
か
。
ま
た
、
地

方
で
は
景
気
回
復
を
実
感
で
き
な

い
と
い
わ
れ
て
い
る
中
で
法
人
市

民
税
を
増
額
す
る
が
、
ど
の
よ
う

な
業
種
が
伸
び
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
有
効
求
人
倍
率
は

１
・
１
倍
を
超
え
、
正
規
雇
用
も

０
・
６６
倍
と
過
去
最
高
の
状
況
で

あ
り
、
雇
用
情
勢
は
改
善
し
て
い

る
。
ま
た
、
製
造
、
金
融
、
証
券

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、運
輸
・

通
信
業
以
外
の
業
種
が
２５
年
９
月

と
比
較
し
て
伸
び
て
い
る
状
況
に

あ
る
。

　
　
　
た
ば
こ
税
を
活
用
し
て
分

煙
室
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
た
ば
こ
税
は
使
い
道

が
限
定
さ
れ
て
な
く
、
行
政
需
要

全
般
に
有
効
に
活
用
し
て
い
る
。

分
煙
室
は
、
た
ば
こ
税
と
は
別
に

議
論
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成

金
の
減
額
補
正
の
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
球
技
場
整
備
の
財
源

の
一
部
と
し
て
助
成
金
を
見
込

み
、
６
８
０
０
万
円
の
交
付
申
請

を
し
た
が
不
採
用
と
な
っ
た
。
そ

の
理
由
は
、
国
体
に
向
け
た
ジ
ャ

ン
プ
台
整
備
や
除
雪
車
購
入
な
ど
、

近
年
、
本
市
が
受
け
て
き
た
助
成

実
績
が
多
か
っ
た
こ
と
に
加
え
、

県
内
他
団
体
な
ど
か
ら
も
申
請
が

あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
最
上
家
４７
代
当
主
公き
み
義よ
し
氏

の
ご
遺
族
か
ら
寄
付
を
い
た
だ
い

市
民
税
課
長

委
員

財
政
部
長

委
員

財
政
課
長

委
員

市
民
の
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

「
ま
ち
の
安
全
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」
を
創
設

予　算
委 会員

　
平
成
２６
年
度
の
山
形
市
一
般
会
計
・
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計
・

介
護
保
険
事
業
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
８
件
に
つ

い
て
審
査
し
ま
し
た
。

総
務
分
科
会

ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼
の
品
で

山
形
市
の
物
産
ア
ピ
ー
ル
を

厚
生
分
科
会

防
犯
・
交
通
安
全
対
策
を

４
月
か
ら
強
化

12月の主な補正予算
一般会計 1３億４，２５０万円
＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

◦障がい福祉関係給付費�  ３億４，２００万円

◦生活保護費�  ３億２，６００万円

◦人件費�  ２億１，９０６万円

◦地域福祉基金積立金�  ２億６３万円

◦こども医療費�  ７，０７０万円

◦蔵王ジャンプ台サマーヒル化
　実施設計委託料�  ６００万円

▲山形の繁栄の基礎を築いた最上義光公
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※　ナフサ…原油の蒸留によって得られる石油化学製品の原料。原料であるエチレンやプロピレンなどからプラスチックができる。

　
　
　
蔵
王
ジ
ャ
ン
プ
台
の
サ

マ
ー
ヒ
ル
化
に
よ
り
、
他
会
場
で

行
わ
れ
て
い
る
国
際
大
会
を
誘
致

す
る
の
か
。
そ
れ
と
も
新
た
な
国

際
大
会
を
誘
致
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
チ
ネ

ン
タ
ル
カ
ッ
プ
は
ま
だ
需
要
が
あ

る
と
聞
い
て
お
り
、
全
日
本
ス

キ
ー
連
盟
と
協
議
し
な
が
ら
国
際

ス
キ
ー
連
盟
に
も
働
き
か
け
、
誘

致
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
合
宿
や
国
際
大
会
の
誘
致

の
ほ
か
に
、
通
年
の
観
光
資
源
と

し
て
活
用
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔵
王
ジ
ャ

ン
プ
台
は
国
際
的
に
も
８
カ
所
程

度
し
か
な
い
新
た
な
規
格
で
整
備

し
て
い
る
。
高
梨
沙
羅
選
手
が
合

宿
し
て
い
る
時
な
ど
に
ジ
ャ
ン
プ

台
の
形
状
な
ど
も
売
り
に
し
な
が

ら
誘
客
で
き
る
と
考
え
る
。

　
　
　
球
技
場
の
運
営
主
体
や
利

用
基
準
な
ど
は
決
ま
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
工
芝
な

ど
の
維
持
費
も
わ
か
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
当
面
は
業
務
委
託
で
運
営

し
、
そ
の
後
、
指
定
管
理
へ
の
移

行
を
考
え
て
い
る
。
サ
ッ
カ
ー
や

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
人
工
芝

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

　
　
　
道
路
維
持
補
修
事
業
の
９

月
補
正
後
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
１１
月
末
で
側
溝

整
備
が
約
８３
％
、
水
路
整
備
が
約

３２
％
、
路
面
清
掃
が
約
８５
％
、
舗

装
補
修
と
街
路
樹
の
剪
定
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
の
進
行
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
ご
み
袋
の
調
達
予
算
を
原

料
と
な
る
ナ※

フ
サ
の
価
格
高
騰
に

伴
い
増
額
す
る
が
、
委
託
業
者
と

の
契
約
内
容
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
情
勢

の
変
動
な
ど
に
よ
り
、
契
約
単
価

が
著
し
く
不
適
当
と
双
方
が
認
め

た
と
き
に
、
協
議
の
上
、
契
約
単

価
を
改
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

　
　
　
著
し
く
契
約
単
価
が
不
適

当
で
あ
る
と
判
断
す
る
基
準
は
あ

る
の
か
。
今
回
の
増
額
補
正
の
経

緯
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
基
準
は
な

い
が
、
ナ
フ
サ
価
格
が
契
約
時
に

比
べ
３０
％
上
昇
し
て
い
る
た
め
、

人
件
費
な
ど
を
除
い
た
２０
％
分
を

増
額
補
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
契
約
単
価
改
定
の
協
議
に

委
員

道
路
維
持
課
長

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

委
員

　
　
　
　
　
　
　
生
活
保
護
法
の

改
正
に
よ
り
健
康
の
指
導
が
追
加

さ
れ
た
た
め
指
導
し
て
い
る
が
、

受
給
者
自
身
も
健
康
を
保
つ
努
力

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
認
可
保
育
所
の
改
築
が
遅

れ
た
原
因
は
何
か
。
ま
た
、
４
月

か
ら
の
定
員
に
影
響
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
２
階
建
て
か

ら
３
階
建
て
へ
の
設
計
変
更
が
必

要
と
な
り
、
事
業
者
側
の
事
務
に

遅
れ
が
生
じ
た
。
現
在
の
施
設
は

定
員
９０
人
だ
が
、
面
積
が
広
い
た

め
４
月
か
ら
定
員
を
３０
人
増
や
す

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
定
員
へ
の

影
響
は
出
な
い
。
新
し
い
施
設
は

９
月
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　
医
療
費
の
増
加
を
ど
の
く

ら
い
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
初
予
算

で
は
前
年
比
２
・
５
％
を
見
込
ん

で
お
り
、
現
在
は
１
・
２
％
程
度

と
な
っ
て
い
る
。

生
活
福
祉
課
長

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

あ
た
り
、
基
準
を
明
確
に
し
て
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２８
年

度
か
ら
の
次
期
契
約
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
今
回
負
担
金
の
対
象
と
な

る
県
施
行
都
市
計
画
街
路
事
業
の

２
路
線
の
総
事
業
費
は
ど
の
く
ら

い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２６
年
度
の
総
事

業
費
は
約
１１
億
円
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
駐
車
場
事
業
会
計
か
ら
一

般
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
え
て
い

る
が
、
収
益
を
何
ら
か
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
今
後
、
設
備
の

老
朽
化
も
見
込
ま
れ
る
た
め
、
精

算
機
な
ど
の
補
修
、
機
器
の
更
新

お
よ
び
最
新
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
と

い
う
形
で
利
用
者
に
還
元
し
て
い

き
た
い
。

ご
み
減
量
推
進
課
長

委
員

都
市
政
策
課
長

委
員

道
路
維
持
課
長

で
で
き
る
も
の
は
広
く
貸
し
出
し

た
い
。

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト

で
の
使
用
は
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
用
は
可

能
だ
が
、
施
設
が
住
宅
地
に
隣
接

し
て
い
る
た
め
、
周
辺
住
民
か
ら

受
け
入
れ
ら
れ
る
か
が
問
題
で
あ

る
。
実
際
の
判
断
は
そ
の
と
き
に

検
討
し
た
い
。

　
　
　
農
地
流
動
化
支
援
対
策
事

業
費
の
補
正
額
で
あ
る
３
９
０
万

円
は
ど
の
よ
う
に
積
算
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
面
積
は
４０�

ha
、

３０
名
程
度
の
交
付
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
　
　
米
価
下
落
対
策
緊
急
資
金

を
借
り
た
後
の
返
済
期
間
な
ど
は

ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
据
え
置
き
期
間
が
な

い
返
済
期
間
３
年
の
融
資
制
度
だ

が
、
利
子
補
給
を
行
う
た
め
、
農

業
者
は
無
利
子
と
な
る
。

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

委
員

農
委
事
務
局
次
長

委
員

農
政
課
長

産
業
文
教
分
科
会

蔵
王
ジ
ャ
ン
プ
台

サ
マ
ー
ヒ
ル
の
活
用
方
法
は
？

環
境
建
設
分
科
会

切
れ
目
の
な
い
道
路
維
持
補
修
で

地
域
経
済
の
向
上
を
図
る

▲増加する医療費のため納税も忘れずに

▲街路整備が進む四日町日月山線

▲夏場も多くの観光客が訪れる札幌市大倉山ジャンプ競技場

平成２７年２月１日／１９１号
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市
民
会
館
の
指
定
管
理
は

前
回
と
同
じ
団
体
か
ら
の
申
請
だ

が
、
提
案
の
中
で
大
き
く
改
善
さ

れ
て
い
る
取
り
組
み
な
ど
は
あ
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
も

サ
ー
ビ
ス
向
上
や
利
用
者
数
の
増

加
に
取
り
組
ん
で
お
り
評
価
は
高

委
員

文
化
振
興
課
長

　
　
　
条
例
の
基
準
を
満
た
し
て

い
な
い
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の

５
年
間
の
経
過
措
置
と
あ
る
が
、

ど
こ
ま
で
支
援
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
も

大
規
模
ク
ラ
ブ
の
分
園
や
未
設
置

地
区
へ
の
設
置
を
し
て
お
り
、
経

過
措
置
の
期
間
中
に
基
準
を
満
た

す
よ
う
計
画
的
に
整
備
し
て
い
き

た
い
。

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

と
な
る
。
現
在
も
ク
ラ
ブ
へ
の
調

査
に
よ
り
確
認
し
て
い
る
が
、
基

準
が
条
例
に
規
定
さ
れ
る
た
め
、

よ
り
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
国
は
、
消
費
税
の
増
税
分

を
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
に
充
て

る
と
し
て
い
る
が
先
送
り
と
な
っ

た
。
財
源
は
確
保
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
は
、
国
か
ら
予

定
通
り
に
施
行
す
る
と
の
通
知
が

き
て
い
る
た
め
、
予
定
通
り
事
業

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
ま
ち
の
安
全
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に

使
わ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
地
区
か

ら
の
要
望
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

す
る
。
ま
た
、
各
地
区
の
青
色
回

転
灯
付
き
パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
の
経

費
の
一
部
助
成
や
交
通
安
全
啓
発

モ
デ
ル
活
動
事
業
へ
の
補
助
は
、

申
請
に
基
づ
き
交
付
し
て
い
く
。

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

委
員

市
民
課
長

か
っ
た
。
こ
の
た
び
の
提
案
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
や
リ
ピ
ー
タ
ー
獲

得
に
向
け
た
鑑
賞
友
の
会
の
立
ち

上
げ
の
ほ
か
、
地
元
出
身
の
芸

術
家
な
ど
を
招
い
て
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
創
造
的
な

取
り
組
み
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
施

設
の
老
朽
化
を
踏
ま
え
た
予
防
保

全
の
修
繕
計
画
の
提
案
も
あ
っ
た
。

　
　
　
指
定
管
理
者
に
は
経
営
能

力
が
求
め
ら
れ
る
が
、
審
査
員
に

経
営
者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
今

回
の
事
業
者
は
優
れ
た
事
業
体
だ

と
思
う
が
、
審
査
の
在
り
方
と
し

て
、
現
在
の
審
査
委
員
の
体
制
で

十
分
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
本
市
が
求
め
る

業
務
内
容
に
沿
っ
た
仕
様
書
と
、

事
業
者
か
ら
の
提
案
書
を
基
に
整

理
し
た
選
定
基
準
の
ポ
イ
ン
ト
に

沿
っ
て
、
各
審
査
員
が
評
価
を
行

い
審
査
し
て
い
る
。

　
　
　
景
気
の
回
復
が
感
じ
ら
れ

な
い
な
か
、
な
ぜ
給
与
改
定
を
す

る
の
か
。

委
員

企
画
調
整
部
長

委
員

　
　
　
施
設
整
備
の
検
討
が
必
要

な
ク
ラ
ブ
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
新
入
生
の
数

な
ど
に
も
よ
る
が
、
今
年
度
の
状

況
で
基
準
を
満
た
さ
な
い
と
こ
ろ

は
１８
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。

　
　
　
指
導
員
の
目
が
届
く
よ
う

１
部
屋
で
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
多
く
、
学
習
す
る
子
ど
も
と
遊

ぶ
子
ど
も
が
混
在
し
て
い
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
な
施
設
整
備
で
保

育
の
質
を
高
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
分
園
の
際
は

学
校
や
公
共
施
設
へ
の
移
転
が
基

本
だ
が
、
適
地
が
な
い
場
合
は
民

間
施
設
の
活
用
も
検
討
し
て
い
る
。

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
個
別
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
非
常
時
の
対
策
や
相
談
窓

口
で
の
苦
情
処
理
な
ど
の
運
営
状

況
は
ど
の
よ
う
に
確
認
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
２７
年
４

月
よ
り
ク
ラ
ブ
か
ら
の
届
け
出
制

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
公
務
員
は
労
働
基
本

権
の
制
約
が
あ
り
、
労
働
協
約
に

基
づ
く
給
与
決
定
が
で
き
な
い
た

め
、
そ
の
代
償
と
し
て
人
事
院
・

県
人
事
委
員
会
の
勧
告
を
参
考
に

し
て
給
与
を
決
定
し
て
い
る
。
今

回
、
県
人
事
委
員
会
が
民
間
給
与

調
査
に
基
づ
き
勧
告
を
出
し
、
そ

れ
を
受
け
て
給
与
の
改
定
を
行
う
。

　
　
　
県
内
で
は
民
間
給
与
調
査

を
独
自
に
行
っ
て
い
る
市
町
村
も

あ
る
。
本
市
も
独
自
に
調
査
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
県
人
事
委
員
会
と
同

様
の
調
査
を
行
う
こ
と
は
、
調
査

期
間
・
経
費
・
人
員
の
面
か
ら
難

し
い
。
本
市
に
お
い
て
は
、
県
の

調
査
を
適
切
に
活
用
で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

職
員
課
長

委
員

職
員
課
長

市
民
会
館
の
管
理
運
営
は

来
年
度
以
降
も
共
同
事
業
体
が
実
施

常　任
委 会員

　
山
形
市
民
会
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
や
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
、
都
市
公
園
条
例
及
び
体

育
施
設
使
用
料
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
の
議
案
１０

件
を
審
査
し
ま
し
た
。

総
務
委
員
会

市
民
会
館
の
指
定
管
理

を
審
査

厚
生
委
員
会

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

基
準
を
条
例
化

▲市民の安全安心を守る防犯カメラ

▲多彩な催し物で年々魅力が増している市民会館

▲基準をより明確にして過ごしやすい環境を整備
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球
技
場
の
料
金
設
定
は
、

サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
の
団

体
使
用
の
ほ
か
、
個
人
で
の
使
用

も
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
目
的
運

動
広
場
の
た
め
、
利
用
団
体
が
設

備
を
準
備
し
て
使
用
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
団
体
利
用
で
設

定
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
照
明
は
１
０

０
０
ル
ク
ス
ま
で
照
度
を
選
べ
た

が
、
球
技
場
は
２
５
０
ル
ク
ス
に

統
一
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
種
競
技

団
体
と
協
議
し
、
２
５
０
ル
ク
ス

に
設
定
し
て
い
る
。

　
　
　
多
目
的
な
利
用
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
球
技
場
に
愛
称
を
付

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

委
員

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

委
員

り
、
経
緯
や
今
後
の
勤
務
体
制
等

の
説
明
や
対
応
に
丁
寧
さ
が
欠
け

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
現
在
も
市
職
労
と
協

議
を
行
っ
て
い
る
が
、
事
務
組
合

や
構
成
す
る
２
市
２
町
間
の
合
意

形
成
に
時
間
が
掛
か
り
、
説
明
が

遅
れ
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
。

今
後
も
協
議
を
続
け
て
い
く
。

　
　
　
移
管
に
よ
る
職
員
の
引
き

上
げ
は
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

故
障
な
ど
の
危
険
か
ら
責
任
を
回

避
す
る
た
め
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
平
成
３０
年
ま
で
の
安

定
稼
動
を
見
越
し
て
稼
動
延
長
工

事
を
し
て
い
る
た
め
、
危
険
な
施

設
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　
半
郷
清
掃
工
場
の
跡
地
利

用
は
ど
こ
が
窓
口
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
建
物
解
体
は

事
務
組
合
が
実
施
す
る
が
、
跡
地

利
用
に
関
す
る
地
元
と
の
調
整
は

市
が
行
う
。

環
境
部
長

委
員

環
境
部
長

委
員

廃
棄
物
施
設
課
長

　
　
　
清
掃
工
場
移
管
後
の
運
営

体
制
は
ど
う
な
る
の
か
。
ま
た
、

安
全
の
確
保
は
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
焼
却
部
門

は
、
移
管
先
の
広
域
環
境
事
務
組

合
か
ら
プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
関
連

企
業
へ
の
委
託
を
想
定
し
て
お
り
、

年
度
内
に
従
事
者
研
修
や
引
き
継

ぎ
が
行
わ
れ
る
。
移
管
後
も
管
理

部
門
に
職
員
を
派
遣
し
、
安
全
運

営
の
た
め
に
指
示
し
て
い
く
。

　
　
　
清
掃
工
場
勤
務
の
市
職
員

は
、
４
月
以
降
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
事
務
組
合
へ
派
遣
す

る
職
員
以
外
は
学
校
な
ど
へ
の
異

動
を
想
定
し
て
い
る
。

　
　
　
派
遣
す
る
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
は
同
じ
条
件
で
維
持
さ
れ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
派
遣
先
の
規
定
が
適

用
さ
れ
る
た
め
、
同
様
の
手
当
が

維
持
さ
れ
る
よ
う
市
職
労
や
事
務

組
合
と
十
分
に
調
整
し
て
い
く
。

　
　
　
技
能
労
務
職
員
の
異
動
は
、

労
働
条
件
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

職
員
が
不
安
や
不
満
を
抱
い
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
話
し
合
い
が
な

さ
れ
て
い
た
の
か
。
建
物
解
体
へ

の
交
付
金
活
用
を
先
行
す
る
あ
ま

委
員

廃
棄
物
施
設
課
長

委
員

環
境
部
長

委
員

環
境
部
長

委
員

け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
、
検

討
し
た
い
。

　
　
　
東
南
村
山
地
区
視
聴
覚
教

育
協
議
会
廃
止
後
は
ど
の
よ
う
に

教
材
の
貸
し
出
し
を
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
西
部
公
民
館
で
貸
し

出
し
を
行
う
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
は
図

書
室
、
機
材
と
Ｖ
Ｈ
Ｓ
は
協
議
会

が
使
用
し
て
い
た
部
屋
で
貸
し
出

し
を
行
う
。

　
　
　
奨
学
金
貸
付
条
例
を
廃
止

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
返
済
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
返
還
が
滞
っ
て

い
る
人
も
多
く
、
平
成
２６
年
１１
月

末
時
点
で
延
べ
４９
人
、
８
８
９
万

円
ほ
ど
の
滞
納
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
の
７
８
０
万
円
ほ
ど
が
過
年
度

分
で
あ
る
。
現
在
も
督
促
を
し
な

が
ら
返
還
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
　
　
貸
付
者
が
県
の
制
度
に
移

行
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

の
よ
う
な
状
態
は
い
つ
頃
か
ら
続

い
て
い
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
１７
年
度
に
育
英

会
の
奨
学
金
事
業
が
県
に
移
管
さ

れ
、
本
市
と
同
じ
よ
う
な
制
度
と

な
っ
た
た
め
、
徐
々
に
本
市
の
貸

付
者
が
減
少
し
、
２６
年
度
は
新
規

貸
付
が
０
人
と
な
っ
た
。
２５
年
度

は
１
３
０
９
人
、
２６
年
度
は
１
１

８
０
人
が
県
の
奨
学
金
を
借
り
て

い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
保
健
課
長

委
員

社
会
教
育
青
少
年
課
長

委
員

学
校
教
育
課
長

委
員

学
校
教
育
課
長

産
業
文
教
委
員
会

平
成
２７
年
４
月
に

球
技
場
が
オ
ー
プ
ン

環
境
建
設
委
員
会

立
谷
川
・
半
郷
の
清
掃
工
場
を

広
域
環
境
事
務
組
合
へ
移
管

▲多目的な利用ができる山形市球技場

▲移管が決まった立谷川清掃工場

山形市が目指す「中核市」とは??
　県の事務権限を住民に身近な市に移譲し、行政サービスの向上を目指す指定
都市制度で、人口要件により特例市と中核市に分けられています。山形市は現
在、特例市として一部の事務権限の移譲を受けています。平成２７年４月からは、
地方自治法の改正により特例市が中核市に統合され、人口要件も２０万人以上に
引き下げられることから、今後、中核市への移行に向けた具体的な検討を行っ
ていく予定です。中核市になると保健衛生、民生、環境、まちづくりなどに関
する多くの権限が移譲され、これまで以上に市の特性や地域のニーズを生かし
た行政サービスの提供が可能になります。

〔権限が移譲される主な事務〕
・保健所の設置
・飲食店の営業許可、温泉の利用許可
・保育所、養護老人ホームの設置認可
・介護サービス事業者の指定
・身体障害者手帳の交付
・一般・産業廃棄物処理施設の設置許可
・屋外広告物の条例による設置制限

平成２７年２月１日／１９１号
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１２
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
２
件
で
す
。
い
ず
れ
も
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
へ
の
法
人
税

課
税
回
避
を
求
め
る
意
見
書　

　
現
在
、
社
会
福
祉
法
人
が
実
施

す
る
介
護
事
業
や
保
育
事
業
へ
の

課
税
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
も
そ
も
社
会
福
祉
法
人
は
非
営

利
法
人
と
し
て
、
そ
の
利
益
を
福

祉
事
業
以
外
に
充
当
し
て
は
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

法
人
設
立
時
の
寄
付
者
の
持
分
は

認
め
ら
れ
ず
、
法
人
の
解
散
時
に

は
残
余
財
産
は
国
庫
に
帰
属
す
る

な
ど
、
強
い
制
約
の
下
に
国
民
に

安
定
的
な
福
祉
を
提
供
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
の
実
施

す
る
保
育
事
業
か
ら
生
じ
た
収
益

は
、
地
域
の
子
育
て
支
援
等
の
少

子
化
対
策
に
直
接
的
に
活
用
す
る

こ
と
が
有
益
と
考
え
る
。

　
そ
の
観
点
か
ら
言
え
ば
、
社
会

福
祉
法
人
に
対
す
る
法
人
税
課
税

は
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　
よ
っ
て
、
社
会
福
祉
法
人
へ
の

法
人
税
課
税
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
民
間
立
認
可
保
育
所
の

運
営
基
盤
が
崩
れ
る
こ
と
で
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
、
子
ど
も
が
健
や

か
に
育
つ
社
会
の
構
築
が
阻
害
さ

れ
な
い
よ
う
、
法
人
税
課
税
の
回

避
を
強
く
要
望
す
る
。

米
の
需
給
安
定
対
策
に
関
す
る

意
見
書

　
高
い
在
庫
水
準
や
作
柄
等
を
背

景
に
、
米
の
需
給
は
緩
和
基
調
で

組
む
全
て
の
稲
作
農
家
が
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
稲
作

経
営
を
展
望
で
き
、
経
営
の
安

定
化
に
よ
り
創
意
工
夫
を
生
か

し
た
経
営
を
展
開
で
き
る
よ
う
、

米
価
変
動
に
対
応
し
う
る
経
営

安
定
対
策
を
構
築
す
る
こ
と
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
同
意

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
う
ち
、
１
人
の
任
期
が
１２
月

２１
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

引
き
続
き
平
吹
氏
の
選
任
に
つ
い

て
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
平ひ
ら

吹ぶ
き　
和か

ず
之ゆ

き 

氏
（
五
日
町
）

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
同
意

　
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
６
人

の
任
期
が
３
月
３１
日
で
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
次
の
方
の
推
薦
に

つ
い
て
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し

た
。

　
丹た
ん

野の　
鬨と

き
夫お 

氏
（
落
合
町
）

　
小こ

関せ
き　
德の

り
雄お 

氏
（
北
町
）

　
安あ

達だ
ち　
明あ

け
美み 

氏
（
吉
野
宿
）

　
植う
え
田だ

美み

由ゆ

紀き 

氏
（
あ
こ
や
町
）

　
平た
い
ら　

　
洋よ

う
一い

ち 

氏
（
東
原
町
）

　
横よ
こ
山や

ま　
一か

ず
則の

り 

氏
（
富
の
中
）

推
移
し
て
お
り
、
２６
年
度
米
は
出

回
り
時
か
ら
か
つ
て
な
い
水
準
に

ま
で
価
格
が
下
落
し
、
生
産
現
場

で
は
大
き
な
不
安
と
混
乱
が
広

が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
担
い

手
が
来
年
以
降
も
意
欲
を
持
っ
て

営
農
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、

２６
年
度
米
の
価
格
下
落
等
に
対
す

る
緊
急
的
な
対
策
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
米
価
変
動
に
対
応
し
う

る
万
全
な
経
営
安
定
対
策
を
構
築

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
政
府
・
与
党
・
関
係

者
が
一
体
と
な
り
、
生
産
者
が
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
稲
作
経

営
を
展
望
で
き
、
夢
と
希
望
を

も
っ
て
米
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

わ
が
国
が
誇
る
水
田
農
業
を
次
代

に
継
承
し
て
い
け
る
よ
う
、
次
の

事
項
に
つ
い
て
強
く
要
望
す
る
。

１�　
本
県
農
業
及
び
稲
作
農
家
の

経
営
は
も
と
よ
り
、
地
域
経
済

に
与
え
る
影
響
に
鑑
み
、
需
給

と
経
営
安
定
に
向
け
、
過
剰
米

及
び
米
価
下
落
の
緊
急
対
策
を

講
ず
る
こ
と
。

２�　
米
の
需
給
と
価
格
の
安
定
を

図
る
た
め
、
政
府
備
蓄
米
の
柔

軟
な
買
入
・
売
渡
の
仕
組
み
等

の
措
置
に
よ
り
、
豊
凶
等
に
よ

る
米
の
需
給
変
動
を
補
正
す
る

仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
。

３�　
米
価
の
下
落
と
低
迷
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
生
産
調
整
に
取
り

意
見
書
（
要
旨
）

　１２月定例会で審議された請願は、新たに提出された３件と継続
中の２件です。陳情は、新たに提出された１件を所管する委員会
に配付しました。各委員会での審査結果は以下の通りです。
� （※印は請願者による意見陳述が行われたものです。）

請願・陳情

●議決の結果は、１６ページ「議案の賛否一覧表」をご覧ください。

件　　　　　　　名 紹介議員 所　管
委員会 審査結果提　　　出　　　者

請　
　
　
願

第
５
号
継
続

山形県受動喫煙防止条例の制
定を求めることについて

小野　　仁
遠藤　吉久
伊藤　香織
今野　誠一

厚　生 不採択ＮＰＯ法人山形県喫煙問題研究会
会長　川合厚子

第
１２
号
継
続

消費税増税の撤回を求めるこ
とについて 阿曽　　隆 総　務 継続審査消費税廃止山形地区各界連絡会
代表　佐藤　弘

第
１４
号

新
規
※

社会福祉法人への法人税課税
回避を求めることについて 斎藤　淳一

遠藤　吉久
阿曽　　隆

厚　生 採　択山形市民間立認可保育所連絡
協議会
会長　海和宏子

第
１５
号
新
規

米の需給安定対策に関する件
について 阿部喜之助

今野　誠一
斉藤　栄治

産業文教 採　択山形農業協同組合
代表理事組合長　板垣平治郎　
ほか１人

第
１６
号
新
規

農協改革に関する件について 阿部喜之助
今野　誠一
斉藤　栄治

産業文教 継続審査山形農業協同組合
代表理事組合長　板垣平治郎　
ほか１人

陳　
　
情

第
５
号
新
規

横田めぐみさん拉致事件に関
することについて 総　務 配付のみ日本軍海兵隊
片木　豊

人�

事�

案�

件
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委
員
会

視
察
報
告

　
本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な
施

策
を
実
施
す
る
他
の
自
治
体
な
ど

へ
の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
議
会
運
営
委
員
会
の
視
察
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名 日　程 視察地 視察項目

議会運営委員会
（１班）

１０月１日（水）

～

１０月３日（金）

長野県長野市
長野県岡谷市
山梨県甲府市

議会運営および
議会改革について

議会運営委員会
（２班）

１０月１４日（火）
～

１０月１６日（木）

埼玉県所沢市
神奈川県小田原市
東京都町田市

議会運営および
議会改革について

災害の発生に備えて　議会運営委員会（１班）
　岡谷市は、平成１８年の豪雨により同時多発的に土石流が発生し
たことや東日本大震災の発生により、議会内に災害対策の危機感
が高まり、岡谷市議会災害対策支援連絡会議設置要領を施行し、
災害時対応マニュアルを作成しています。実際にメールの発信・
受信などによる安否確認および情報収集や提供、議員の参集訓練
などを実施しており、参集した際には消防職員による救急救命講
習を受講するなど、危機管理体制の整備に取り組んでいます。ま
た、市の防災訓練に合わせてメールでの発信・受信訓練などを継
続して実施するなど、本市で今後検討すべき災害時における議会
の体制について、大変参考になるものでした。

見える議会を目指して　議会運営委員会（２班）
　所沢市は、議会の評価は議会自らが行うものとして積極的な議
会事業評価に取り組んでいます。議会基本条例に規定した全項目
の達成状況を検証して、拡充・継続・改善・終了などを評価して
います。検証の結果は項目ごとに議会事業評価表にまとめて市民
にも公表しており、議会活性化のための大切な取り組みとなって
いました。
　町田市では、市民にいち早く議案の内容、委員会での質疑や審
査経過、議決結果などを報告する取り組みとして、議案ごとに「議
案カルテ」を作成し、ホームページでわかりやすく公開しています。
　継続した議会改革の取り組みや開かれた議会運営を進める上で、
大変参考となる視察になりました。

　各議会では、先進的な取り組みや議会運営を実際に目で見て聞いて勉強し、それぞれの議会での審議や政策

提言に生かすために、先進地視察をしているベニ。平成２６年度は、北は北海道から南は宮崎県まで、５２件、３８

４人の議員さんに山形市に来ていただいたベニ。大幅に年々増加しているベニよ!!「山形市コミュニティファンド」

やベニちゃんおすすめの「山形まるごと館 紅の蔵」など、山形市の進んだ取り組みをたくさんお伝えすること

ができたベニ。山形のおいしいものもいっぱい堪能していただいて、ベニちゃんもとってもうれしいベニ～♪　

　これからも、全国に自慢できる（進んだ）取り組みを、議会でたくさん話し合って実施して欲しいベニね。

～ようこそ山形市議会へ　行政視察受け入れ大幅増加中!! ～

の ぎかいあれこれ

平成２７年２月１日／１９１号
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会議■■
■■

■■
■■日誌

　平成２６年１１月７日に、県市議会議長会主催の議
会報研修会が寒河江市で開催され、議会報委員４
人が参加しました。
　東北芸術工科大学文芸学科講師の藤原千尋氏を
迎え、「市民とつながる議会報づくり」の演題で
行われました。実際の議会報を題材に、読者の目
に留まる表紙のレイアウト手法、記事の組み立て
方などの留意点、伝えるべきことを明確にした写
真やイラストなどでメリハリのある紙面づくりを
行う必要性、読者の関心を高めるためのアイデア
や工夫などを学びました。今回の研修成果を、読
みやすくて親まれる「やまがた市議会報」づくり
のために生かしてまいります。

▲読まれる議会報づくりの手法やアイデアを学びました

議会報研修会に参加

環
境
建
設
委
員
会
、
産
業

文
教
分
科
会

１０
日　
予
算
委
員
会
、
全
員
協
議

会
、
厚
生
・
産
業
文
教
委

員
会
、
議
会
図
書
室
運
営

委
員
会

１１
日　
議
会
運
営
委
員
会

１２
日　
本
会
議

　
　
　
１２
月
定
例
会
閉
会

１８
日　
議
会
報
委
員
会

２２
日　
厚
生
委
員
会

（
１
月
）

５
日　
議
会
運
営
委
員
会

７
日　
１
月
臨
時
会

　
　
　
本
会
議
、
予
算
委
員
会

　
　
　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教

分
科
会
、
議
会
運
営
委
員

会

員
会

２０
日　
議
会
運
営
委
員
会

２６
日　
産
業
文
教
委
員
会

２７
日　
１２
月
定
例
会
開
会

　
　
　
本
会
議
、
議
会
運
営
委
員

会

（
１２
月
）

２
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）、

　
　
　
議
会
報
委
員
会

４
日　
予
算
委
員
会
、
環
境
建
設

委
員
会

５
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
分
科
会

８
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

（
１０
月
）

３０
日　
議
会
運
営
委

員
会

（
１１
月
）

１７
日　
環
境
建
設
委 ２月２６日（木）

　～３月２４日（火）

　日程は変更になる場合があり
ます。詳しくは議会事務局まで
お問い合わせください。
　　☎０２３（６４２）８４０４

３月定例会の
日程（予定）

　１月臨時会が１月７日に開かれ、灯油などの価
格高止まりに対応する福祉灯油購入費の給付と、
農業生産資材高騰に対し支援する、無利子貸付制
度に係る利子補給の補正予算が上程され、総務・
厚生・産業文教の各分科会に分割付託の上、審査
を行いました。
　審査の後、予算委員会で全員異議なく可決すべ
きものと決定し、本会議で予算委員長の報告を受
けた後、採決した結果、全会一致で可決されました。

１ 月 臨 時 会

▲灯油価格の高止まりに対応するため福祉灯油購入費を給付
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み よみ り 情 報

　昨年度に引き続き、議会報告会を平成２６年１１月に開催しました。市内８カ所のコミュニティセンター
で１２２人の市民の皆さまにご参加いただき、９月定例会の議会活動の報告や参加者との意見交換を行
いました。
　今回の報告会でお寄せいただいた主なご意見を紹介します。

　お寄せいただいた貴重なご意見は、全議員で共有するとともに、議会活動を通して今後の山形市の
発展につなげていきたいと思います。ご参加いただいた皆さま、誠にありがとうございました。
　この報告会は毎年１１月に開催する予定です。議会ホームページや「やまがた市議会報」でもご案内
いたしますので、市民の皆さまのさらなるご参加をお待ちしています。

・買い物弱者や交通弱者のために、バス路線の整備や見直しをしてほしい。
・人口減少への対応として、仙台からの移住促進対策を検討してはどうか。
・就労の場を確保するため、産業団地への企業誘致を促進してほしい。
・空き家対策に民間の手法を取り入れてはどうか。
・公共工事の期間が長すぎるのではないか。
・認定農業者への助成を５年間に限らず延長してほしい。
・議会報告会への参加者が少ないのではないか。

議会報告会を開催しました

 山辺町　まんだらの里　雪の芸術祭
と　き　２月７日（土）
ところ　作谷沢ふれあい自然館とその周辺
内　容　雪のオブジェや炎に囲まれる幻想的な祭りです。
問い合わせ先　作谷沢公民館　☎６６６－２１２１

 中山町　だんご木市
と　き　３月４日（水）午前９時～午後４時
ところ　中山町上町通り
内　容　�中山町役場前の上町通りで行われるだんご木市。だ

んご木のほか、出店も立ち並び賑わいます。
問い合わせ先　中山町観光協会　☎６６２－２１１４

 上山市　上山市民俗行事　加
か

勢
せ

鳥
どり

と　き　２月１１日（水・祝）午前１０時～午後３時３０分
ところ　上山城～市内
内　容　�江戸時代初期から伝わる、ケンダイというミノをか

ぶった若者に祝いの水をかけ五穀豊穣と商売繁盛を
祈る上山伝統の民俗行事です。

　　　　ぜひご覧いただき、勢いよく水をかけてみませんか？
問い合わせ先　上山市観光物産協会　☎６７２－０８３９

平成２７年２月１日／１９１号
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議案番号 件　　　　名 議決結果

議第１号 平成２６年度山形市一般会計補正予算
　高齢者世帯等の経済的負担軽減のための福祉灯油購入費給付などに係る補正予算です。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（１月臨時会）

◆�○＝賛成　×＝反対　退＝退席　　◆�加藤賢一議長は採決に加わらない。

◆ 賛成と反対の双方や退席などがあった場合に表示しています議案の賛否一覧表

　現在、本市議会では議会報の全面リ
ニューアルに向けた検討をしています。
　議会報に対するご意見はこちらまで。
e-mail
　giji@city.yamagata-yamagata.lg.jp

ウェブサイト

ご意見をお聞かせください編
集
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議 第��６１ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ － 可決
議 第��６２ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ － 可決
議 第��６３ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ － 可決
議 第��６４ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ － 可決
議 第��６７ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ － 可決
議 第��７４ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 ○ ○ － 可決
議 第��７６ 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 － 可決
請願第５号 × ○ ○ × × × × × × × × × ○ × × × ○ × × × ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × － 不採択

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第６１号
平成２６年度山形市一般会計補正予算
　まちの安全ふるさと応援基金および文化振興
基金への積立、特定不妊治療への助成、蔵王ジャ
ンプ台サマーヒル化などに係る補正予算です。

可決
（一覧表参照）

議第６２号
議第６３号
議第６４号
議第６７号

平成２６年度山形市国民健康保険事業会計補正
予算、平成２６年度山形市後期高齢者医療事業
会計補正予算、平成２６年度山形市介護保険事
業会計補正予算、平成２６年度山形市公設地方
卸売市場事業会計補正予算
　今年度の事業実績に基づく歳入、歳出の見
込みの増減や、前年度繰越金の精算、人件費
などに係る補正予算の計上です。

可決
（一覧表参照）

議第６５号
議第６６号
議第６８号

平成２６年度山形市区画整理事業会計補正予算、
平成２６年度山形市駐車場事業会計補正予算、
平成２６年度山形市農業集落排水事業会計補正予算
　今年度の事業実績に基づく歳入、歳出の見
込みの増減や、前年度繰越金の精算、人件費
などに係る補正予算の計上です。

可決
（全会一致）

議第６９号
財産の無償譲渡について
　立谷川清掃工場および半郷清掃工場を山形
広域環境事務組合に無償譲渡するものです。

同意
（全会一致）

議第７０号
指定管理者の指定について（山形市民会館）
　市民会館の管理を山形市民会館管理運営共
同事業体に行わせるものです。

可決
（全会一致）

議第７１号 東南村山地区視聴覚教育協議会の廃止につい
て

可決
（全会一致）

議第７２号

山形市放課後児童健全育成事業の設備及び運
営に関する基準を定める条例の設定について
　児童福祉法の改正に伴い、放課後児童健全
育成事業（放課後児童クラブ）の設備および
運営に関する基準を定めるものです。

可決
（全会一致）

議第７３号 山形市奨学金貸付条例の廃止について 可決
（全会一致）

議第７４号

山形市一般職の職員の給与に関する条例等の
一部改正について
　市職員給与と民間給与との較差是正および
給与制度の総合的見直しなどの観点から、給
料月額の改定などの改正をするものです。

可決
（一覧表参照）

議第７５号
山形市基金の設置、管理及び処分に関する条
例の一部改正について
　安全・安心なまちづくりを推進するため、ま
ちの安全ふるさと応援基金を設置するものです。

可決
（全会一致）

議決議案一覧（１２月定例会）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案
第１３号

山形市議会委員会条例の一部改正について
　議員定数の削減に伴い、常任委員会の委員
の定数を改正するものです。

可決
（全会一致）

議会案
第１４号

山形市議会会議規則の一部改正について
　議会改革検討委員会の設置目的を達成した
ことに伴い、現在の議員の任期をもって議会
改革検討委員会を廃止するものです。

可決
（全会一致）

議会案
第１５号

社会福祉法人への法人税課税回避を求める意
見書の提出について
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご
覧ください。

可決
（全会一致）

議会案
第１６号

米の需給安定対策に関する意見書の提出につ
いて
　内容は１２ページの「意見書（要旨）」をご
覧ください。

可決
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第７６号

山形市廃棄物の減量及び適正処理等に関する
条例及び山形市職員の特殊勤務手当に関する
条例の一部改正について
　立谷川清掃工場および半郷清掃工場を山形
広域環境事務組合に移管することに伴い、関
係条例の改正を行うものです。

可決
（一覧表参照）

議第７７号
山形市都市公園条例及び山形市体育施設使用
料条例の一部改正について
　球技場の整備に伴い、使用料などの改正を
するものです。

可決
（全会一致）

議第７８号
山形市国民健康保険条例の一部改正について
　健康保険法施行令の改正に合わせ、国民健
康保険の被保険者が出産した場合の出産育児
一時金の額を引き上げるものです。

可決
（全会一致）

議第７９号
山形市固定資産評価審査委員会委員の選任に
ついて
　内容は１２ページの「人事案件」をご覧くだ
さい。

同意
（全会一致）

報第５号

専決処分の承認について（平成２６年度山形市
一般会計補正予算）
　平成２６年１２月１４日執行の衆議院議員総選挙
および最高裁判所裁判官国民審査に係る予算
措置の専決処分について報告するものです。

承認
（全会一致）
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